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注　意　事　項

１．試験監督者の指示があるまで，問題冊子を開かないこと。

２．問題冊子に落丁，乱丁があった場合は，試験監督者に申し出ること。

３．試験監督者の指示に従って，解答用紙の受験番号欄に受験番号を記入し，

その下のマーク欄にもマークすること。

４．受験番号が正しくマークされていない場合は，採点できないことがある。

５．マーク方式の解答方法は，下の『解答上の注意』と裏表紙の『問題選択に

関する注意』をよく読むこと。

６．試験終了後，問題冊子は持ち帰ること。

ア ± 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

イ － ± 0 1 2 3 4 5 6 7 9

解 答 上 の 注 意

マーク方式での解答例

　問題文中の ア  ， イウ  などの  には，特に指示のない限り，
数字または符号（－，±）が入る。これらを次の方法で解答用紙の指定欄に解答す

ること。

①　ア，イ，ウ，……の一つ一つは，それぞれ０から９までの数字，または，－，± 

のいずれか一つに対応する。それらをア，イ，ウ，……で示された解答欄にマー

クする。

　〔例〕 アイ  に－８と答えたいとき

②　分数形で解答が求められているときは，既約分数で答える。符号は分子につけ，

分母につけてはならない。

　〔例〕
　　　　　　　 　 に　　 と答えたいとき

ウ ± 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

エ － ± 0 1 2 3 5 6 7 8 9

オ － ± 0 1 2 3 4 6 7 8 9

ウエ

オ
－ 4

5



数 学

次の  にあてはまるものを解答欄にマークせよ。

必答問題
１．　

　⑴　 0° ≦θ≦ 180° ，sinθ＋cosθ＝t のとき，

sinθcosθ＝
ウ

t ア － イ

　　となる。

　⑵　放物線 y ＝ x2＋2 と x 軸，および 2 本の直線 x ＝ 0 ，x ＝ 3 で囲まれた図形の面積は， 

エオ  である。

　⑶　AB ＝ 7 ，BC ＝ 9 ，CA ＝ 4 である △ABC の内心を I とし，直線 AI と辺 BC の交点を 

D とする。このとき，AI ： ID ＝ カキ  ： ク  である。

　⑷　初項 4 ，末項 31 ，項数 10 の等差数列の公差は ケ  ，和は コサシ  である。

－ 1 －



必答問題

２．　

　　 x についての連立不等式

x ＞ 2a＋4
3x ＞ 5（ x－1）＋2

�
｜
�
｜
�

　がある。ただし a は定数とする。この連立不等式の解について，以下の問いに答えよ。

　⑴　解が存在しないとき，定数 a の値の範囲は，

 a ≧ 
スセ
ソ

　　である。

　⑵　解に 0 が含まれるとき，定数 a の値の範囲は，

 a ＜ タチ

　　である。

　⑶　解に含まれる整数がちょうど 4 つのとき，定数 a の値の範囲は，

ツテ
ト

 ≦ a ＜ ナニ

　　である。
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必答問題

３．　

　以下の問いに答えよ。

　⑴　 2 次方程式 x2＋12x＋12＝0 の解をα，β（α＜β） とする。このとき，

α＝－ ヌ  － ネ ノ

　　である。

　⑵　 3 次多項式 2x 3＋x2−13x−2 を，2 次多項式 x2＋3x−1 で割ったとき，商を A ，余りを

B とすると，

A＝ ハ x− ヒ  

B＝ フ x− ヘ  

　　である。

　⑶　分子が複素数 3＋i ，分母が複素数 1－i で表される分数がある。この分数を分母が実数に

なるように変形すると，

1－i
3＋i ＝ ホ ＋ マ i

　　となる。

　⑷　 3 次不等式 x3＋x2−5x＋3 ＜ 0 の解を求めたい。ただし，x ＝ 1 のときに不等式の左辺は

0 になる。このとき，

x ＜− ミ

　　となる。
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以降の選択問題 4 ，5 は下表のような出題範囲である。選択問題 4 ，5 のどちらか一つ
を選んで解答せよ。マークシート右上に選択した問題をマークすること。

選択問題 4 数学III，数学C
選択問題 5 数学I，数学II，数学A「図形の性質」「場合の数と確率」，数学B「数列」

選択問題 4 �．
　 2 次方程式 x2 − 2x ＋ 5 ＝ 0 の解のうち，虚部が正のものをα，負のものをβとする。以下の

問いに答えよ。

⑴　α＝ ム ＋ メ i ，β＝ ム － メ i  である。

⑵�　α，βに加え，複素数 γ＝ 2t＋（t＋3）i を考える。複素数平面上で 0 ，α，γ が一直線上

にあるとき，t ＝ モ  である。

⑶�　 t ＝ モ  のときのγをγ′ とするとき，α，β，γ′ を通る円の中心は 
ヤユ
ヨ

＋ ラ i，

　半径は 
リルレ
ロ

 である。
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選択問題 5 ．
　 4 人でじゃんけんをする。以下の問いに答えよ。

⑴　 1 回だけじゃんけんをしたとき，ちょうど 3 人が勝つ確率は，

ム
メモ

　である。

⑵　 1 回だけじゃんけんをしたとき，あいこになる確率は，

ヤユ
ヨラ

　である。

⑶　最初あいこになり， 2 回目でちょうど 2 人が勝つ確率は，

レロワ
リル

　である。

（以　上）
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（計　算　用　紙）



問題 必答・選択

1 必答

2 必答

3 必答

選択問題 4（数学Ⅲ，数学Ｃ）
いずれか１問を選択

選択問題 5（数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ）

選択問題 4 を選択する場合は，4をマークすること。

選択問題 5 を選択する場合は，5をマークすること。

問 題 選 択 に 関 す る 注 意問 題 選 択 に 関 す る 注 意


